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 「白駒の隙を過ぐるが如し」 

コロナ禍の影響で、私の大学一年生の授業はすべてオンラインより中国で受けました。

一年生の終わる頃にようやく日本につきました。来日後、すでに 2 年経ちました。今年

に入り、私は４年生になって、就職活動にしりに火が付いているという状況です。 

 見知らぬ国での就職は、五里霧中のことだと当然思っています。就職活動をする前に、

きちんと日本の就職マナー、ルール及び日本の企業について学ばなければいけないと思

っています。 

ここで、日本の企業文化についての感想を述べたいと思います。一つ目に、日本では、

「時間」について非常に重視し、約束の時間を守るのは当たり前のことです。しかも、

約束した時間より早く着くのはマナーです。なぜなら、遅刻すると約束した相手に迷惑

をかけるからです。やむを得ず遅刻しそうになった場合は、必ず相手に連絡し、相手に

迷惑ならないよう気を付けています。 

二つめに、頻繁に休暇を取らないことです。「自分が休暇を取ると他人に迷惑をかけ、

他人の負担をかけてしまう」と思っている日本人が非常に多いです。私のアルバイト先

の日本人社員は多少の風邪や熱が出ても休みません。一年間の有給休暇を使わず残った

ままの人や休暇を取ってもわずかしか取らない社員がとても多いです。 

 三つ目は、日本人が自分の仕事や職業に対しての真面目さ真剣さです。日本に来る前

に日本人は仕事に対して「とても勤勉で真面目」とよく聞きました。中国では、出社、

退社の時間とおりに出退社します。今日の仕事が終わらなくても退社して、明日に持ち

越します。しかし、日本人は仕事の進捗状況を見て、計画どおりに終わらない場合は残

って仕事を最後までやり遂げます。なかには時間を削るために、時計を見ない人もいま

す。自分の所属会社、企業のためにこのように忘我の境に入り、全身全霊を傾ける姿勢

は本当に感激しています。 

 「六十の手習い」という日本のことわざがあります。つまり、学ぶことは年に関係あ



りません。私は、一般の学生より年が少し高いです。しかし、この言葉を座右の銘にし

て、日々頑張っています。これからも日本での生活や仕事に対してもっと努力したいと

思います。就職活動の前に、襟を正し、真剣に考え、立派な社会人になれるように頑張

ります。 

 最後に、後輩の留学生にメッセージを送りたいと思います。留学生は「自分」だけで

なく、異国に留学生することは、その国を代表でもあります。日本での生活がより良く

なるため、自分の将来のため、今から努力しても間に合います。真剣に今の生活、今の

状況と向き合い、すべてのことを積極的にしっかりと行えば、きっといつか結果がでま

す。「失敗は成功のもと」失敗しても挫けず頑張ってください。 


